
 

 

 世界史研究所が５年余りをかけて取り組ん
できた箕作麟祥編『萬國新史』（1871～1877
年）の復刻版がいよいよ出版の運びとなりまし
た。幕末から明治初めに出された福沢諭吉『西
洋事情』（1866～1870 年）や本書とほぼ同時
代に出された福沢の『文明論之概略』（1875 年）
が、西洋中心にその文明を紹介しているのに対
し、本書はフランス革命から普仏戦争の時期ま
での現代世界史（日本は入らないが）を、アジ
アやラテンアメリカをも含めて、同時代的に描
いています。もちろん今日から見れば、当時の
限界というものも感じられますが、その視野の
広さには、改めて驚かされます。 

 今回、この貴重な書物には現在の人々に広
く読んでいただく価値があると考え、翻刻して
出版してみました。翻刻には大変な苦労を強い
られました。明治初期の「万国史」は、これま
で日本史の側からも外国史の側からも本格的
に取り上げられてきませんでした。的に取り上
げられてきませんでした。れまで日本史 

研究領域の谷間にあったせいだと思われます。
今回も日本史の専門家ではない者がこれを翻
刻しました。扱われる地域が地球全体と広いう
えに、明治初期の日本語は近代の日本語への移
行期にあったといわれ、理解にむつかしいとこ
ろもありました。それゆえ、不十分な点もある
かもしれませんが、大きな誤りはないと確信し
ております。 
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箕作麟祥編『萬國新史』翻刻なる 

に取り上げられてきませんでした。ちょうど双方の研究領域の谷間にあったせいだと思われます。

今回も日本史の専門家ではない者がこれを翻刻しました。扱われる地域が地球全体と広いうえに、

明治初期の日本語は近代の日本語への移行期にあったといわれ、理解にむつかしいところもありま

した。それゆえ、不十分な点もあるかもしれませんが、大きな誤りはないと確信しております。 

あ本書は世界史研究所の自費出版という形をとりました。昨今の出版事情では、商業ベースでの
出版はなりませんでした。つきましては、皆様にぜひご購入をいただきたく、ご案内申し上げます。

ご個人はもとより、研究室、図書館などにおいてご購入だけますよう、切にお願いいたします。 

あ価格は 4000 円（税別）です。送料は無料にさせていただきます。ご注文は下記の宛先あての
FAXかＥメールにてお願いいたします。また領収書を必要とされる方は、宛先をご指定の上、ご注
文のメールにてお申し付けください。 



箕作麟祥 纂輯『萬國新史』 主な内容 
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原著の奥付（1871 年） 


